令和2年度第3期薬学部長期実務実習合同発表会の報告
令和2年12月30日（水） 
今年度は合同発表会を、【 新型コロナウイルス感染症に対応した2020年度薬学実務実習についての指針】等に準じ、リモート形式で開催することになり第2期に続き第3期においても下記の通り実務実習合同発表会を実施することができました。 
〇開催日時：2020年10月29日（木）・30日（金）14：00~16：00
〇実務実習生参加人数：18名　(9名×2日間)
〇実務実習生所属大学（10大学）：崇城大学、福岡大学、福山大学、長崎国際大学、明治薬科大学、
徳島文理大学、九州保健福祉大学、第一薬科大学、神戸学院大学
〇実習病院指導薬剤師（10病院）：大浜第一病院、沖縄県立中部病院、沖縄赤十字病院、沖縄第一病院、沖縄病院、

中部徳洲会病院、那覇市立病院、北部医師会病院、友愛医療センター、琉球大学病院
〇発表時間：5分
〇質疑応答：2分
〇開催日程：2日間（2時間x2日）
〇開会の挨拶1日目：友愛医療センター薬剤科長　國分千代先生　
2日目：中部徳洲会病院　薬剤部長　喜多洋嗣先生
　閉会の挨拶1日目：那覇市立病院　　薬剤部長　金城雄一先生
　　　　　　2日目：県立中部病院　　薬局長　徳嶺恵子先生
リモートによる合同発表会ということで、第2期と同様に、これまでは参加できなかった大学の先生方にもご視聴、ご参加いただくことができました。大学の先生方からは「コロナ禍のなか実習を受け入れて頂きありがとうございます」「リモート合同発表会に参加したことで、学生の様子や実習で学んだ内容を確認することができました」等のご感想を複数いただきました。

発表内容は実習中に関わった症例報告を中心に気付いたこと、疑問に思って調べたことなど多岐にわたっていました。発表会の目的は、学生が学んだことをまとめて発表することにより実習したことを整理し、より深い気づきを得るとういうこと、他者の発表を聴くことで自分が経験していないことを知ることができ、実習の幅を広げることできるということです。また、決められた時間内にまとめて発表することも貴重な経験となります。

そして指導薬剤師は「他の病院がどのような実習をしているのか知る機会」であり、自施設での実習への取り組みにつなげることも大切なことだと思います。今後も症例発表だけに偏らない発表会にしていきたいと思っています。

より良い合同発表会が行えるようにご意見をいただきながら努めていきたいと思います。

ご協力の程、よろしくお願いいたします。
また、12月15日に福岡で行われた2020年度病院・薬局実務実習九州・山口地区調整機構臨時総会で実務実習の良い事例報告（第2 期）として私達、沖縄県病院薬剤師会のこの合同発表会の事例が良い事例として取り上げられていたこともこの場を借りて報告したいと思います。－議事録から抜粋-

【実務実習生合同発表会】


通常、沖縄県病院薬剤師会では実習の終わりに合同の対面式発表会を行っているようで


あるが、今年はコロナ禍ということでzoomを用いたリモート合同発表会となった。これに


より、大学教員も参加が可能となった。我々教員も学生自身の実習成果をオンラインで聴


講することができ、実りある発表会であることが確認できた。　











